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〈研究の目的〉

舞踊は他の芸術 と異なり, 表現の媒材が, 最も

身近 な素材といえる身体の動きである。従 って, 

表現に必要となる多様な動きに対応できる身体が

望 まれる。ただ し, 個々の身体運動の技術面だけ

では舞踊運動が成立しないことは言 うまでもない。

そこで, 本研究では, 舞踊における運動の客観

化の一手法として, 身体運動の分析の観点, 分類

の方法について, その現状を報告 し, 検討するこ

とを目的とした。

〈研究の方法〉

調査対象は, 1950年 ～1980年 までの日本体育学

会大会号, 及び体育学研究より収集 した舞踊に関

する研究561編 である。その内, 「舞踊作品の動

き」 「表現を 目的とした動き」について取 り上げ

ている研究32編 を抽出した。そして, それ らの研

究を, 1舞 踊の動きについての分析の観点, 2舞

踊の動きについての分類方法の二面か ら整理 し, 

検討 した。

〈結果と考察〉

研究対象とした32編 に関 して, 作品分析を行 っ

ている研究は, どのような視点により分析を試み

ているかについて調査 した。さらに, 表現を目的

とした一連の動き(課 題を与えて一定の長さの運

動を作 らせている)に ついて, その分析の観点を

抽出した。(表 は省略)

上記の結果か ら, 運動の現象を視覚的な面か ら

分析 しようとした領域のみを取 り上げ, 表1に 示

した。ここで示 されるように, 動きの分析を試み

なが らも表現内容を問題 としている場合がみられ

る。また, 研究の目的によって分析の基準が異な

るため, 種々な分析の方法が用いられ, 動きを明

解に分析 し表現す ることの困難さを示 している。

次に, 表1で 示 された観点に基づき, 研究者が, 

動きをどのように捉え, 分類 しているかを表2に

示 した。表2よ り, 舞踊の動きの分類にあたって, 

(1)身体の個々の部位で動 きを捉える分類, (2)基礎

的な身体運動で捉える分類, (3)動きを一連のまと

まりで捉えている分類(多 種な動き, くり返 しの

動きなど)が みられた。ここで, (2)の捉え方は, 

舞踊の動きの分類 としてみ られる特徴的なことと

考えられる。この 「一連のまとまり」としての分

類では, 構成を内包, 表現内容を捉える, 空間形

式から捉える分類などがみ られる。

以上のことから, 一連の動きで舞踊の動きを捉

え分類す ることは, 舞踊の特徴と考えられる。そ

して, この動きのまとまりを作 る最少の単位を構

成する要因を明確 にすることが, 舞踊の運動の分

析を考えていく上で重要なことである思われる。

この点について, 今後, さらに研究を進めていき

たいと思う。
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